
・項目ごとに、意見・改善策を記述してください

A B C D

（1）
職員一人一人が愛保育園の保育理念、保育目
標を理解しているか

〇

（2）
保育目標の具現化に向け、乳幼児の実態を踏まえた
重点目標を設定しているか

〇

（3） 目標は、施設や地域の特色を生かしているか 〇

（4）
目標は、社会の要請や保護者の願いを反映している
か

〇

（5） 目標は、前年度の反省を生かしているか 〇

（6）
目標は、全職員で検討し、かつ共通理解を図ってい
るか

〇

（1） 指導計画は乳幼児の実態に即して作成しているか 〇

（2）
保育所保育指針に基づく援助・支援を適切に行って
いるか

〇

（3）
環境構成を意識した保育や過程を常に工夫している
か

〇

（4） 素材・用具を適切に使用しているか 〇

（5） 評価結果を基に保育の改善に努めているか 〇

（6） 1日の流れ(デイリープログラム等)は現行で良いか 〇

（1）
食育の重要性を理解し、季節や年齢に合わせて食育
計画を立てているか

〇

（2）
職員同士が連携し、会議などで意見を交わしながら
よりよい給食になるよう努めているか

〇

（3）
アレルギー疾患などの子どもに対し医師の指導のも
と、保護者との連携を図り適切な対応を行っている
か

〇

（1） 行事に種類や実施回数は適切か 〇

（2） 行事のねらいを計画や実施に十分に生かしているか 〇

（3）
乳幼児の活動範囲を明確にし、自主的・実践的な活
動にしているか

〇

（4）
計画(P)・実施(D)・評価(C）・改善(A)の体制を取っ
ているか

〇

（5） 保護者の願いや意見を取り入れているか 〇

保
育
に
つ
い
て

・子どもに求めすぎて口調が強
くなることもあった、ゆとりを
持って子どもの気持ちペースを
大切にする
・自分の感情を優先してしまい
そうな時は一呼吸置くようにし
ている
・備品を大切に用具の整頓も行
う
・夕方も戸外遊びを増やして身
体を動かす機会を増やしていき
たい
・園児の月齢差を把握して活動
内容を今後も考えていく

食
育
に
つ
い
て

・年齢に無理のない内容を心掛
けた
・園に畑があると年中食育でき
る
・食べ物を詰まらせないよう職
員間で沢山話し合いした
・同じようなメニューが続かな
い様に全体的なメニューのバラ
ンスを考えた献立になるといい
なと思う

行
事
に
つ
い
て

・行事関連の情報を職員間で
しっかり共有しておく大切さ

・行事後の反省改善点を話し合
う
・行事ごとのファイルを年間を
通して作っていくようにする
・時代や季節に沿った行事を企
画し、みんなで楽しめていると
ころが良い

全
体
的
な
計
画

(

保
育
課
程

)

の
目
標
に
つ

い
て

保育課程をもとに年間月案の
計画を立てた、実行出来たとこ
ろと出来てない所があるので
計画後も見直す

意見や要望にすぐ対応している
ところが信頼に繋がっていると
思う

クラス担任間で考えを擦り合わ
せ共有するよう努めていた

愛保育園における自己点検・自己評価

※今年度の本園の保育・教育全般を総合的に評価し、次年度の保育計画に活かせる方向で記入してください

　　【記入方法】

・A・B・C・Dの4段階評価です。該当する欄に〇をつけてください

　　　項　目

　　　◎保育計画の編成と実施に関する評価

項目 内容
評価

意見・改善策

2023(R5)年度

Ａ：たいへんよい

Ｂ：よい

Ｃ：一部検討を要する

Ｄ：改善を要する



A B C D

（1）
園内の清掃がなされ、清潔に保たれ、子どもが心地
よく過ごせるように配慮している

〇

（2）室内外の衛生面・安全面に配慮している 〇

（3）
生活の場にあった保育者の声、音楽など音に配慮し
ているか

〇

（4）
子ども達の発達や興味関心にあった遊具が準備・提
供できているか

〇

（5）
自然や季節感を感じ取れるような工夫ができている
か

〇

（1）
一人ひとりの子どもの出生時の状況、発育、発
達など細かに把握すると共に保護者の状況な
どの背景も理解しているか

〇

（2）
離乳は家庭と連携を取りながら育ち具合に
添った食事の提供が出来ているか

〇

（3）
保育目標の具現化に向け、乳幼児の実態を踏まえた
重点目標を設定しているか

〇

（4）
子どもの要求や訴えに対して、子どもの気持ちを受
け止め、状況に応じて適切な対応をしているか

〇

（5）
基本的な生活習慣や、生理現象に関しては、一人ひ
とりの子どもの状況に応じて対応しているか

〇

（6）
子どもの様々な活動を自由に体験できるような環
境の整備がされているか

〇

（7）
自然や季節を感じ取れるような保育の提供や
展開が出来ているか

〇

（8）
生活や遊びを通して、数・量の感覚が身につくよう工
夫しているか

〇

（9）
散歩や行事などで、子ども達が主体的に地域の人に
接せる機会を作っているか

〇

（10）
様々な素材を使って、描いたり、作ったり、自由に表
現できるように配慮されているか

〇

（11）
身体を使った様々な表現遊びが取り入れられている
か

〇

（12）
絵本の読み聞かせや紙芝居などを積極的に取り入
れているか

〇

（13）

けんかの場面では、危険の無いように注意しながら
子どものプライド、自立性を尊重し、子どもたち同士
で解決するように援助しているか

〇

（14）
順番を守るなど、社会的ルールを身につけていくよ
うに配慮しているか

〇

（15）
広く社会性が身につくよう、異年齢の子ども達や
様々な年齢層の人たちと交流しているか

〇

保
育
内
容
に
つ
い
て

・職員の状況で子どもを待たせ
るのが当たり前になってしまっ
ている時があった、次から「待っ
ててくれてありがとう　待たせ
てごめんね」等伝えていきたい
・子どもの特性・発達に沿った
関わりを療育などの専門家に
尋ねたい
・子どもが製作で手本を参考に
しすぎるのでたまには自由に製
作させてみたい

・自然に触れ合える環境をもう
少し保育に取り入れていく

・ルールのあるゲームを取り入
れることで並ぶ、待つなどの習
慣が身についた

・噛みつき行動があるときは担
任間でその子の様子を共有しな
がらトラブル回避に努めた

　　　◎保育環境と保育内容に関する評価

項目 内容
評価

意見・改善策

保
育
環
境
に
つ
い
て

・衛生面に配慮し子どもと定期的
に清掃も行えた
・気づいたら自ら清掃をするよう
心掛けたい
・以上児からは身の回りの整理・
清掃を少しずつ体験させていき
たい
・自分の声の大きさに気を付ける
ようにしている
・低年齢は口に入れたり、なめた
りすることが多いので、衛生面や
大きさに配慮していきたい
・発達に応じた玩具の提供をして
いきたい



A B C D

（1） 能率的、合理的な運営組織なっているか 〇

（2）職務内容が明確で、協働できる体制になっているか 〇

（3）職員の配置は適材適所か 〇

（4）係りや仕事の分担・割り当ては適切か 〇

（5）
保育の質の向上や改善のための取組について、意図
的・計画的に実施しているか

〇

（1）
各種会議を適切かつそれぞれ全体的な立場を理解
し、協力や助言を惜しむことなく施設の運営に関
わっているか

〇

（2）打合せの回数、時間、内容は適切か 〇

保育目標の具現化に向け、乳幼児の実態を踏まえた重点目標を設定しているか
運営改善の課題について把握し、計画的な取組みを
行うと共に、定期的に検証・見直しをしているか

〇

（1）
施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し
ているか

〇

（2）
施設長は、質の向上に意欲を持ちその取組みに指導
力を発揮しているか

〇

出
納

経
理 （1） 各種会計に適正かつ適切に行っているか 〇

（1）
クラスの目標は、保育目標や重点目標に基づいて設
定しているか

〇

（2）
個人別・クラスの目標は、乳幼児の実態に即している
か

〇

（3）
クラスの目標に迫る短期・長期のねらいは適切に設
定しているか

〇

（4）
同年齢及び異年齢児間の効果的な活動の充実を
図っているか

〇

（5）意義や趣旨を理解したチーム保育を行っているか 〇

（6）評価、資料(諸記録)を集積しているか 〇

（7）
園の備品や教材・教具等の点検、管理が出来ている
か

〇

（8）
園の備品や教材・教具等の全てにおいて大切に使う
ことができているか

〇

（1）
クラス運営に活かせるような具体的(手洗いうがい・
アレルギー対策など)保健対策を講じているか

〇

（2）
睡眠中の子どもの顔色、呼吸の状態を観察する等
SIDSなどへの要望に努めているか

〇

（3）
健康で衛生的な生活に必要な習慣や態度育成のた
め、家庭への啓発を行っているか

〇

（4）

その子の体調の些細な変化や異常に速やかに対応
するために日常的な体調や機嫌の状態をつかむよう
努めているか

〇

（5）
感染力の強い(インフル・ノロ等)病気に罹患した際、
ご家庭への適切な対応を行っているか

〇

（6）
アトピー性皮膚炎、食物アレルギー等の子どもに対
して医師の指導のもと適切な対応をしているか

〇

　　　◎保育の計画の編成と実施を支える諸条件に関する評価

項目 内容
評価

意見・改善策

経
　
　
　
　
営
　
・
　
組
　
　
　
　
織

分
掌
・
体
制

複数担任がありがたい
休みがとりやすくてありがたい

運
営

・誰か職員が居ないと回らない保
育環境ではなく、個人に任せっぱ
なしにならないよう努めている
・職員会議は時間内に終わるよう
に、話が逸れて長引かないように
留意
・園内研修の内容を検討し、みん
なでスキルアップしていきたい

施
設
長
の
役
割

・面談をして頂けているので
色々お話ができている

ク
ラ
ス
経
営

・クラスによって差があるよう
に感じる、統一したほうが保育
しやすいように思う

・備品等チェックし安全に過ご
せるようにする

・先生達と沢山話し合いクラス
運営することができた、話しや
すい環境の大切さを感じた

・倉庫内の整理整頓はわかりや
すく取り出しやすい状態を保持
していきたい

保
健
指
導

・発熱時やその他体調の変化に
対する保護者への対応は適宜
適切に行う

・睡眠チェックは日誌と別に記
録に残しても良いのでは

・こども自身が自分の体調に気
を付けるよう絵本等を通して必
要性を伝えていく



A B C D

（1） 研修の計画・運営は適切か 〇

（2）
研修・研究の成果を日常の保育に活かし、乳幼児の
育ちに反映させているか

〇

（3）
研修・研究の実践による幼児理解が深まりを見せて
いるか

〇

（4）
各種研究会、研修会、講習会への参加体制の充実を
図っているか

〇

（5）
各種研究会、研修会、講習会での内容を園内に還元
しているか

〇

（1）
乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に取り扱っ
ているか

〇

（2）公文書収受、発送、処理を適切に行っているか 〇

（3）
保育目標の具現化に向け、乳幼児の実態を踏まえた
重点目標を設定しているか

〇

（1） 施設内外・設備の安全点検を計画的に行っているか 〇

（2）
遊具・用具等を活用しやすいように整理・保管してい
るか

〇

（3）不審者に対する周到な配慮を行っているか 〇

（4）
掲示板、掲示場所などを適切かつ効果的に活用して
いるか

〇

（5）
避難訓練・交通安全指導を計画的に基づいて適切に
実施しているか

〇

（6）
乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関係機関
などと連携を図っているか

〇

（1）
子どもの思いや意見を、はっきり言うことができる
よう配慮し、それを尊重しているか

〇

（2）

一人ひとりの子どもの心身の状態、生活習慣や文
化、家庭の事情、考え方等の違いを知り、それを尊重
する心を育てているか

〇

（3）
子どもの態度、服装、遊びなどで性差への先入観に
よる固定的な対応をしないように配慮しているか

〇

（4）
保育者は子どもの人権尊重を意識して保育を行って
いるか

〇

（5）
子どもの性格、成長などを考慮した言葉掛けや、援
助ができているか

〇

（6）
子ども同士が人権を尊重し合えるような保育を心が
けているか

〇

（7）

日本語によるコミュニケーションが困難な保護者に
対して、園の意向や連絡事項が正しく伝わるよう努
力や工夫をしているか

〇

情
報
に
つ
い
て

安
全
指
導

・避難訓練を子どもに伝えず
行っていたが、未満児も同じよ
うに練習したいと思う
・玩具の破損などがあるとき
は、発見次第修理や破棄などの
対応を行った

・手を繋ぐ大切さを発信してい
きたい

・不審者侵入時、さすまたを使
いきれるか不安

・子どもの発達段階での引っ掻
きや噛みつきなどの意味を保
護者に周知する書類を配布した

入
所
児
童
の
人
権
尊
重

・保育者が仲介となることで他
者の気持ち等を理解したり、認
め合ったり出来るような成長に
繋げたい

・成長、発達に凸凹がある子ど
もへの援助が難しい。対応が
合っているのか手探りのため、
子どもが戸惑わないか気にな
る

研
究
・
研
修

研修で学んだ大切なことはすぐ
共有、実践していきたい

・研修報告ではなく、直接話を
聞く機会があればと思う

　　　◎保育の計画の編成と実施を支える諸条件に関する評価

項目 内容
評価

意見・改善策



A B C D

（1）
他施設との年間交流計画は、教育・保育目標や課題にそったも
のになっているか 〇

（2）
他施設等の幼児児童施設生徒と触れ合う中で乳幼児が楽しく過ごし、
充実感を味わう事が出来るような配慮や援助・支援を行っているか 〇

（3）
施設長同士が,打合せや事前研修・合同研修を行い、互いの保
育・教育に対しての理解を深め、援助について共通理解を図っ
ているか

〇

（4）
参観や保育・授業などに参加するなどして、地域施設の教育を
把握しているか 〇

（5）日常的に情報を交換し、それを交流に活かしているか 〇

（1）
日々の園での様子を伝え、家庭での様子を聞く中で子ど
もの育ちを共に考え、喜びびあうことができているか

〇

（2）
保護者からの意見や提案があった時、快く対応すよう心
掛けているか

〇

（3）
乳幼児の興味や関心に基づいて、地域社会・その他の施
設と交流しているか

〇

（4）
地域の行事に積極的に参加し、地域の文化や生活
に触れているか

〇

（1）
園には子育て相談などの「地域の子育て支援」という役
割が求められていることを理解できているか

〇

（2）
子育て相談にあたっては、連携すべき機関(区役所・ウェ
ルパル・児童相談所・医療機関等）の機能について理解で
きているか

〇

（3）
職員による育児に関わる「子育て相談」は充実して
いるか

〇

（4）
療育機関・医療機関・児童相談所等の専門機関と連携を
取り、保護者にとって必要な情報を提供できているか

〇

（1）
園だより・クラス便り・ホームページ等で施設の情報を発
信しているか

〇

（2）
行事や子育て支援事業を、地域の連絡会や児童施設・小
学校に対して周知しているか

〇

（1） 第三者評価を導入し、施設運営に反映しているか 〇

（2）地域や保護者の意見を施設運営に反映しているか 〇

（1）会議等で必要と思う質問や意見を発言できているか 〇

（2）
自分の意見と違う結論が出たときそれに従って気持ちよく協
力し、実行できていますか 〇

（3）
あなたは本来の業務以外に園に関わる仕事を頼まれたときそ
れも職務の一端と考え、責任を持って引き受けていますか 〇

（4）
自身のクラスの事でなくとも状況を見て気配りや協力すること
がで自ら進んでできていますか 〇

（5）
子どもの名前を呼び捨てやあだ名で呼ばないよう心掛けてい
ますか 〇

（6）
保護者との会話や対応で親しみ過ぎて友達のような関係性に
なっていないか 〇

（7）
コミュニケーションの基本の挨拶や会釈は職員間や近隣住民に
率先してできていますか 〇

（8）
服務にもあるように保育者として相応しい身なり(服装・化粧・
頭髪)を守れていますか 〇

（9）

そ
の
他

意
識
・
こ
こ
ろ
も
ち

・職種ならではの専門的なことが
会議などで発言出来るようにし
たい
・周囲の状況に目を向け助け合え
る環境に出来るよう自分から声
をかけていこうと思う

・保護者との立ち話が長くなるこ
とがあったので気を付けたい

・保護者と関りが深くなると線引
きが難しい所もある、自分の中で
留めるようにしている

・パート・正職関係なく皆が気持ち
よく仕事が出来るよう互いにしっ
かり挨拶や声の掛け合いがとて
も大事だと思う

・地域の行事などにも、出席する
ことで成長した卒園児や元保護
者に再会できる。その喜びを共有
していけたらと思う

子
育
て
支
援
の
推
進

・療育に関しての知識をもっと
増やしていきたい

情
報
の
配
信

・HP写真の更新をしていく

外
部
評
価

開
か
れ
た
保
育
所
作
り

他
施
設
間
交
流
・
連
携

・日吉の成長のものさしを全ク
ラスでもっと共有していきたい

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

・保育の中での成長を共感出来
るよう努めている

・もっと地域の方々との交流

◎　園で働く職員としての評価

項目 内容
評価

意見・改善策


